
別紙様式 

令和 ６ 年度 学校評価シート 
 

 

目指す学校像・育てたい生徒像（スクール・ポリシー等に基づいて記載する）  学校評価の公表方法  現
状
・
進
捗
度 

Ａ 十分に達成している。 （80%以上） 

地域の期待に応える職業人の育成 

・自己の能力を最大限に生かし、生涯において成長し続けることができる生徒。  

・他者と共働して課題解決に積極的に取り組むことができる生徒。 

・安全に対する重要性を認識し行動できる生徒。 

・習得した専門知識を活かし、課題や業務を最後までやり遂げようとする意欲のある生徒。 

 
自己評価及び学校関係者の評価を、HPに掲載し、保護

者をはじめ広く公開している。 

 Ｂ 概ね達成している。  （60%以上） 

  Ｃ あまり十分でない。   （40%以上） 

  Ｄ 不十分である。    （40%未満） 

 

自己評価（分析、計画、取組、評価）  学校関係者評価（２月４日実施） 

番
号 

計画・取組 評価（２月１９日現在）  本校、生徒、保護者、運営協議会委員を対象として

１～４の４段階評価のアンケート調査を実施。数字

は４段階評価で「そう思う」及び「概ねそう思う」

と回答した割合。 

① 生徒の話をよく聞いて相談に乗ってくれる先

生が多いと思いますか。 

【生徒 94％、保護者 100％、委員 100％】 

② 分かりやすく丁寧な授業が多いと思います 

か。 

【生徒 94％、保護者 100％、委員 100％】 

③ 一人一人の状況に応じた授業の工夫や指導が行

われていると思いますか。 

【生徒 88％、保護者 100％、委員 100％】 

④ 生活の規律（遅刻・ルール・マナーなど）に関す

る指導が適切に行われていると思いますか。 

【生徒 81％、保護者 86％、委員 100％】 

⑤ 生徒会行事は、有意義で参加したい内容となっ

ていると思いますか。 

【生徒 81％、保護者 89％、委員 100％】 

⑥ 進路の選択・実現に向けた適切な指導が行われ

ていると思いますか。 

【生徒 94％、保護者 100％、委員 100％】 

⑦ 資格・検定の取得に対する適切な指導がなされ

ていると思いますか。 

【生徒 94％、保護者 100％、委員 100％】 

⑧ 非行や薬物、交通安全などに関して適切な指導

が行われていると思いますか。 

【生徒 94％、保護者 100％、委員 100％】 

⑨ 学校の教育内容は保護者の方まで十分に伝わっ

ていますか。 

【保護者 88％、委員 100％】 

⑩ 本校に入学して（させて）よかったと思います

か。 

【生徒 94％、保護者 100％】 

重点目標 
現
状 具体的取組 評価項目と評価指標 

進
捗
度 

進捗状況 今後の改善方策  

１ 
社会の一員と

し活躍できる

資質の向上 

社会の一員として今以上

に活躍できる生徒を育て

るためには、基本的な生活

習慣の確立とともに、様々

な体験を後押しする体制

の整備が必要である。 

基本的生活習慣の確立

と規範意識の向上 
遅刻者数が減少しているか。 C 

今年度の生徒一人あたりの遅

刻数の平均は 1 月末時点で

14.5 となり昨年度よりやや増

加した（2 年前と同水準） 
多様な課題を抱える生徒一人

一人に寄り添いながら、適切な

働きかけを行う。 

 
生徒会行事の充実と生

徒の主体的な企画運営

を支援 

生徒会行事への生徒の参加率が平均

80％を越えたか。 
B 

本年度の遠足、球技大会、文化

祭、予餞会参加率は 86％と昨

年度と同水準を維持できた。 

部活動の充実 
部活動に入り、活動する生徒は前年

度より増加したか。 
A 

新設の e スポーツ部や写真部

で活動する生徒が増加し、全体

でも前年度を上回った。 

２ 
生徒一人一人

に応じた支援

の促進 

人間関係に課題を抱えて

いたり、学習に困り感があ

ったりする生徒への支援

の充実が必要である。 

生徒情報の共有 

生徒個々の状況について、職員間で

共有し、指導を進めることができた

か。 

B 

学校評価で 87％の職員が指導

をすすめることができている

と回答した。 
積極期に生徒が社会と関わる

ことができるよう、外部の力を

活用しながら、学校行事の充実

を図る。 

 
スクールカウンセラー

及びスクールソーシャ

ルワーカーとの連携 

スクールカウンセラー及びスクール

ソーシャルワーカーと定期的に話し

合う場を設けることができたか。 

B 

SC 及び SSW と本校職員との

ケース会議及びカンファレン

スを 42 回実施した。 

校内研修の充実 
年間２回以上の校内研修会を実施で

きたか。 
B 

人権教育及び特別支援教育に

ついて校内研修を実施した。 

３ 
確かな学力の

育成 

学習に課題を抱えている

生徒も多く、生徒一人一

人の学習の躓きに寄り添

い、改善に向けた指導の

充実が必要である。 

より分かりやすい授業

に向けた指導の充実 

生徒の授業評価で「授業内容をよく

理解できる」と答えた生徒の割合は

増加したか。 

A 

学校評価で生徒の 94％、保護

者の 100％が分かりやすく丁

寧な授業が多いと回答した。 

引き続き、確かな学力の育成に

向けて、より魅力的な学校とな

るように指導の改善に取り組

んでいく。 

 ICT の活用 

生徒の学校評価で「ICT 機器を適切

に活用した授業である」と答えた生

徒の割合は増加したか。 

B 

授業評価で ICT 機器を効果的

に活用している授業であると

答えた生徒の割合はほぼ昨年

と変化はなかった。 

外部講師の活用 
外部講師を活用した行事を年間 2 回

以上実施したか。 
A 

今年度は６つの行事で外部

講師を招いた。（昨年度は２

件） 

 

学校名：和歌山工業高等学校定時制  校長名：藤田 勝範 


